
2023年３月期 第２四半期 決算説明会

Ⅰ. 業績と今後の見通しについて
Ⅱ． 純資産・資金繰りの状況及び配当

2022年11月1日

代表取締役
副社⾧
丹羽 俊介
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東海道新幹線のご利用状況と運輸収入
■ 東海道新幹線のご利用状況（東京口、2018年度比）

⃝ 第２四半期のご利用について、夏場は新型コロナウイルスの感染再拡大があり、
ご利用の回復ペースは足踏みしたものの、９月は緩やかに回復
特に土休日のご利用が回復を牽引

⃝ この結果、第２四半期の運輸収入は、ほぼ想定（2018年度比70％）どおり
上半期を通しての運輸収入は想定を320億円上回った
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60%

⃝ 第２四半期の運輸収入はほぼ想定どおりで落ち着き、足元のご利用は回復基調

⃝ 新型コロナウイルス感染症の影響が残り、先行きが不透明であることから、下期
の運輸収入の見通しは据え置き

年度初想定を
据え置き

■ 運輸収入の想定（2018年度比）
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純資産・資金繰りの状況、配当

（億円）
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2022（年度）

（円）

■純資産及び自己資本比率の推移（連結）

格付け機関名 格付け

格付投資情報センター（Ｒ＆Ｉ） ＡＡ（安定的）

日本格付研究所（ＪＣＲ） ＡＡＡ（安定的）

スタンダード＆プアーズ（Ｓ＆Ｐ） Ａ＋(ネガティブ）

ムーディーズ Ａ２（安定的）

■現金及び現金同等物の残高 ※2022年9月末時点

・7,056億円

＜参考:格付け＞※昨年から変動なし

■配当について

2002

純資産、自己資本比率、キャッシュとも十分な水準を確保

安定配当を継続。中間配当は予想通り、期末配当予想は変更なし
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2023年３月期 第２四半期 決算説明会

Ⅲ. 2023年３月期 第２四半期 決算概要

2022年11月1日

執行役員
財務部⾧
井出 和史
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6

（億円）

2021年度
2Q累計

A

2022年度
2Q累計

B

増減
（B-A）

主な増減要因

営業収益 3,869 6,341 2,471

運輸業 2,900 5,145 2,244 (＋) ＪＲ東海（運輸業）

流通業 449 636 186 (＋) ＪＲ東海髙島屋、東海キヨスク、ＪＲＣＰ

不動産業 356 373 17
(＋) ＪＲセントラルビル、東京ステーション開発、

ＪＲ東海関西開発

その他 943 1,030 86 (＋) ＪＲ東海ツアーズ、ＪＲ東海ホテルズ

営業費 4,210 4,622 411

営業損益 △341 1,719 2,060

運輸業 △325 1,605 1,931 (＋) ＪＲ東海（運輸業）

流通業 △49 26 75 (＋) ＪＲ東海髙島屋、東海キヨスク、ＪＲＣＰ

不動産業 83 98 15 (＋) 東京ステーション開発、ＪＲ東海関西開発

その他 △41 △4 37 (＋) ＪＲ東海ツアーズ、ＪＲ東海ホテルズ

経常損益 △670 1,362 2,033

親会社株主に帰属す
る四半期純損益

△444 969 1,414

※セグメント別の内訳はセグメント間取引の相殺消去を行う前の数値です。内訳の合計値は営業収益・営業損益と一致しません。

損益計算書（連結）
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2021年度
2Q累計 A

2022年度
2Q累計 B

増減
(B-A)

主な増減要因

営業収益
（運輸収入）

2,946 
(2,600)

5,193 
(4,830)

2,247   
(2,230)

新幹線＋2,140、在来線＋89

営業費 3,231 3,544 313

人件費 799 861 62 賞与引当金繰入の増 等

物件費 1,349 1,508 158

動力費 187 277 89 単価の増 等

修繕費 448 400 △48 大規模改修の減 等

業務費 712 830 117 発売手数料等の増 等

租税公課 175 192 17

減価償却費 908 981 73 新型車両の導入 等

営業損益 △285 1,648 1,933

経常損益 △636 1,284 1,920

四半期純損益 △512 904 1,416

（億円）

損益計算書（単体）



2023年３月期 第２四半期 決算説明会

2022年11月1日

Ⅳ. 各種施策の推進について
Ⅴ． 2023年３月期業績予想
Ⅵ． 中央新幹線計画の進捗について

専務執行役員
総合企画本部⾧
武田 健太郎
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■輸送サービスのブラッシュアップ
東海道新幹線の乗車前後を通してシームレスに仕事ができるなど、お客様のワーク

スタイルに応じた移動時間をお過ごしいただけるよう、駅や車内のビジネス環境整備
に取り組んでいます。

ｃｖ

ビジネス環境整備の現況

①Ｓ Ｗｏｒｋ車両 ②ビジネスブース ⑤EXPRESS WORK-Lounge

⑥EXPRESS WORK-Office
③EXPRESS WORK-Booth

④駅待合室改良

名
古
屋

京

都

新
大
阪

東

京

品

川

新
横
浜

三

島

静

岡

浜

松

豊

橋

：今回新設 ：今回増設 ：設置済

※東京駅直上ビル内

ご利用が堅調に伸びているため「EXPRESS WORK-Booth」を新設・増設



次年度までに計64両新製し、特急「ひだ」や特急「南紀」に順次投入

ハイブリッド方式の新型特急車両の投入
■特急「ひだ」へのHC85系投入
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・ハイブリッド方式の新型特急車両「ＨＣ85系」を
名古屋駅～高山駅間の特急「ひだ」で運転開始

・環境性能等に優れた技術に加えて、沿線地域の特色を
生かした旅客サービスの充実等により、「日本鉄道大賞」
を受賞

• エンジン数の削減等により、静粛性・乗り心地が向上

安全性・快適性

• 燃費が約35％向上、CO2・NOx等の排出ガスが減少

環境性能

• メンテナンス時の負荷が軽減、トータルコスト低減

メンテナンス効率



（億円）■損益計算書
2021年度
実績 A

2022年度
前回予想 B

2022年度
今回予想 C

対 前年実績
(C-A)

対 前回予想
(C-B)

営業収益
（運輸収入）

7,260
(6,572)

10,840
(10,130)

10,840
(10,130)

3,579
(3,557)

―
(―)

営業費 7,273 8,070 8,190 916 120

人件費 1,597 1,730 1,720 122 △10

物件費 3,415 3,870 4,020 604 150

動力費 410 490 630 219 140

修繕費 1,348 1,450 1,440 91 △10

業務費 1,657 1,930 1,950 292 20

租税公課 352 400 400 47 ―

減価償却費 1,907 2,070 2,050 142 △20

営業損益 △12 2,770 2,650 2,662 △120

経常損益 △740 2,040 1,930 2,670 △110

当期純損益 △681 1,390 1,320 2,001 △70

2023年３月期 業績予想（単体）の修正 11



■損益計算書 （億円）

2021年度
実績 A

2022年度
前回予想 B

2022年度
今回予想 C

対 前年実績
（C-A）

対 前回予想
（C-B）

営業収益 9,351 13,320 13,320 3,968 ―

運輸業 7,176 10,740 10,740 3,563 ―

流通業 1,027 1,370 1,370 342 ―

不動産業 722 750 750 27 ―

その他 2,344 2,510 2,480 135 △30

営業費 9,334 10,420 10,530 1,195 110

営業損益 17 2,900 2,790 2,772 △110

運輸業 △83 2,690 2,570 2,653 △120

流通業 △37 30 30 67 ―

不動産業 149 150 140 △9 △10

その他 11 50 60 48 10

経常損益 △672 2,170 2,080 2,752 △90

親会社株主に帰属する
当期純損益

△519 1,460 1,410 1,929 △50

※セグメント別の内訳はセグメント間取引の相殺消去を行う前の数値です。内訳の合計値は営業収益・営業損益と一致しません。

2023年３月期 業績予想（連結）の修正 12



コスト削減

2021年度
実績

2022年度
計画

当
社

損益 630 300

設備投資
460

付帯損益80
含む

360
付帯損益120

含む

グ
ル
ー
プ

損益 150 70

設備投資 120 50

合計
1,280※

付帯損益80
を除外

660※

付帯損益120
を除外

※  当社の設備投資には付帯損益を含むため、個別の積み上げは合計と一致しない

⃝極めて厳しい経営環境が続く中、安全・安定輸送に支障しない範囲でコスト
削減を強力に推進

⃝第２四半期までで設備投資を含め単体で約210億円、グループ会社と合わせ
て約280億円のコスト削減を実施しており、年度初計画どおり着実にコスト
を削減

（億円）
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14中央新幹線計画の状況①
【本体工事契約箇所 （2022.9.30現在）】

※本体工事契約区間等は概ねの位置を示したものです。
※この地図は、国土地理院⾧の承認を得て、同院発行の100万分の1日本を複製したものです。（承認番号 平25情複、第310号）

山梨県内高架橋
上部工

第一中京圏トンネル（名城工区）
シールド掘進準備工

岐阜県駅（仮称）
ヤード全景

大深度区間

大深度区間
山梨リニア実験線

岐阜県

愛知県

長野県 山梨県
東京都

静岡県

神奈川県

計画路線
山梨リニア実験線

契約済区間

駅駅（契約済）

非常口・変電所（契約済）

車両基地（契約済）

南アルプストンネル（⾧野工区）
本坑掘削工



15中央新幹線計画の状況②
【南アルプストンネル静岡工区】

【シールドトンネル工事】

≪大井川の水資源に関する取組み≫
〇 昨年12月、国土交通省主催の「リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議」が

取りまとめた「大井川水資源問題に関する中間報告」を踏まえ、工事の一定
期間、例外的に県外へ流出するトンネル湧水量と同量を大井川に戻す方策
について、４月以降、静岡県等に説明しています。

〇 ７月より、大井川の水資源に関する今後の取組みや地域の方々へのご説明に
活かすため、ご意見やご質問をお寄せいただく取組みを行っており、個別に
回答しています。10月26日に、当社HP等にFAQとして公表しました。

≪南アルプスの生態系等の環境保全≫
〇 ６月から、国土交通省主催の有識者会議において議論が進められています。

≪第一首都圏トンネル（北品川工区）≫
〇 調査掘進中に、掘進効率が上がらなかったことから、点検を実施し、８月９日に、その原因及び

対策と、調査掘進の再開が遅れることを公表しました。今後、故障した設備を修繕するとともに、
カッターヘッドの前面の状態を確認することにしており、現在は、付着した土を除去する作業等
を進めています。調査掘進の再開は、2023年の前半を見込んでいます。

パンフレット

≪第一中京圏トンネル（坂下西工区）≫
〇 カッタービットの一部が損傷し、それらの修繕に加え、増設・形状強化などの対策を実施すること

で、調査掘進の開始までに時間を要することが判明したため、８月９日に、その旨を公表しました。
現在、対策を実施しているところであり、2022年の秋から冬頃に調査掘進を開始できる見込みです。



2023年３月期 第２四半期 決算説明会

2022年11月1日

Ⅶ． 最新の技術を活用した経営体力の再強化

16

代表取締役
副社⾧
丹羽 俊介



主な取組み内容 ①より安全に

⃝ 新幹線
・新幹線のすべての駅に可動柵を整備します
 ホーム上の安全度が高まります
・併せて半自動運転機能を導入し、運転士の業務を支援します
 運転操縦の支援拡充により、運転士は駅発着時のホーム上の安全確認・

ドアの開閉を行うとともに、異常時においては列車の責任者として車掌、
パーサー等を統轄して対処します

 車掌は列車内で旅に不慣れなお客様などのサポート業務に注力し、
また、巡回強化により車内セキュリティを向上させます

東海道新幹線全駅に
可動柵を整備

■活用する技術
センシング
自動運転

■半自動運転（STO:GoA2）
・運転士は先頭運転台に乗務
・運転士が手動で発車
・運転中の速度制御及び停車は自動化

【参考】鉄道の自動化レベル（国土交通省資料から抜粋・編集）

※STO:Semi-automated Train Operation
GoA:Grade of Automation
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主な取組み内容 ①より安全に
⃝ 在来線
・３両以上の一部編成で車両の側面にカメラを設置する等により、
画像で安全を確認します
 運転士が各車両等に設置したカメラの画像で確認する他、お客様のドアの

挟まれや転落等を検知する画像認識技術活用の検討を進めています
 このような安全度を高める方策を検討しつつ、

３両以上の編成にもワンマン運転を導入します

■活用する技術
画像認識

車側カメラ等の画像により、運転士が安全を確認

車側カメラ ～ 使用のイメージ

18



トロリ線

き電ちょう架線

主な取組み内容 ①より安全に

⃝ 最新技術を活用して、安全性・安定性を向上
・状態監視、画像認識等の活用により、検査・修繕の質を向上します
 人手や目視による検査を状態監視や画像認識を活用した診断等へ転換し、

検査・修繕結果の入力等のシステム化を進め、信頼性・効率性を高めます
 車両、線路設備、電気設備等の状態を取得したデータにより常に監視し、

故障前に修繕を行うことで車両・設備を健全な状態に保ち、故障・列車遅
延等の発生も減らします

 社員はデータ分析を通じた検証等を通じ、検査・修繕の質のさらなる改善
に取り組みます

走行中に線路・
電車線の画像

データ等を取得

■活用する技術
センシング、画像認識、
ビッグデータ解析 等

画像認識等を活用して線路や
電車線設備の状態をモニタリング

レール

ドクター東海車両データと外観検査装置のデータを
活用し、車両状態をモニタリング

外観検査装置（地上）

車両データ（車両）

データ監視

19



主な取組み内容 ②より便利に

⃝ 新幹線・在来線ともにチケットレスでスムーズに
・ＴＯＩＣＡ利用エリアを全線に拡大します
 駅で事前にきっぷをお買い求めいただくことなく、交通系ＩＣカードで

当社の全線をご利用いただけるよう、順次サービスを拡充します
・ネット予約・チケットレス化を拡大します
 指定席の予約や定期券の購入も、お客様のスマートフォン等で、いつで

もどこでもお買い求めいただけるサービスを整備します
 在来線特急でも、駅の窓口に立ち寄らず、チケットレスでご乗車いただ

けるようにします

■活用する技術
チケットレス

これからの在来線特急のご利用イメージ
指定席をスマホで予約 乗車券はＩＣで 特急券はスマホで

20
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主な取組み内容 ②より便利に

⃝ 駅ではお客様とのコミュニケーション手段を充実
・テレビ電話などを活用し、駅でのご案内、きっぷ購入等の機会を拡大します
 「サポートつき指定席券売機」や「集中旅客サービスシステム」など、

遠隔でのご案内サービスを拡充し、きっぷ購入時のサポートも充実します
 早朝・深夜時間帯などでもきっぷが購入可能となる駅を拡大します
 これにより、駅係員の配置は、ご利用実態にあわせて適正な形とします

■活用する技術
データ伝送

テレビ電話等でご案内可能な
券売機を拡大

係員は対面でのご案内が
必要な業務等に注力
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主な取組み内容 ②より便利に
⃝ 出張や旅行をより便利にご利用いただけるように
・2023年秋開始に向け、「EX-MaaS（仮称）」の準備を進めています
 新幹線と、ホテルや旅先での交通手段、観光プランなどのご旅行全体を

シームレスに予約・決済できる「EX-MaaS（仮称）」を、2023年秋に開
始。コンテンツの充実に加え、ご旅行全体の予約・決済がより便利に

 新幹線とホテルや観光プラン等を自由に組み合わせることができる他、国
内で初めて乗車直前まで列車変更ができるお得なパッケージ型商品「EX
ダイナミックパッケージ（仮称）」も同時期に提供開始

■活用する技術
EX-MaaS

現在

「EX-MaaS（仮称）」でご旅行全体の予約・決済（一部を除く）が
シームレスに

→

「EXダイナミックパッケージ（仮称）」
で乗車直前まで列車変更が可能に
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主な取組み内容 ③より快適に
⃝ 多様なニーズに応じた高付加価値サービスの提供
・新幹線の新たな座席のあり方を検討します
 移動時間を一層快適にお過ごしいただけるようなグリーン車の上級クラス

座席や、ビジネス環境を一層高めた座席の設定などを検討します
・駅や新幹線車内のビジネス環境整備を推進します
 駅ワークスペース「EXPRESS WORK」や車内「ビジネスブース」のよう

に、乗車前後を通じシームレスに仕事ができる環境をさらに充実させます
・新幹線車内の新しい使い方を提供します
 団体様向けに、新幹線車両を貸し切り、オリジナルの車内装飾や車内放送、

モニタ等の機材の貸し出しなどにより、車内でオリジナルイベント等を実
施できる新たなサービスを提供します

ビジネスブース
（N700Sの一部編成に試験導入）

新たな車内サービスの活用イメージ
（例:ウェディングパーティー）
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経営体力を再強化し、好循環を実現 24

経営体力を再強化し、投資とサービス改善の好循環を実現します



本資料に記載されている将来の計画や見込み数値等は、当社が現在入手可能な情
報に基づく見通しであり、リスクや不確実性を含んでいます。潜在的なリスクや不確
実性の例としては、経済動向や事業環境、消費動向、当社および子会社における他
社との競合状況、法律や規制等の変更等が挙げられます。



営業収益 営業損益 経常損益

2021年度

2Q実績

2022年度

2Q実績
前期比

2021年度

2Q実績

2022年度

2Q実績
前期比

2021年度

2Q実績

2022年度

2Q実績
前期比

ＪＲ東海髙島屋 209 247 117.8% △9 17 － △8 18 －

ＪＲｾﾝﾄﾗﾙﾋﾞﾙ 151 159 105.5% 21 18 83.8% 21 17 82.6%

ＪＲ東海ﾎﾃﾙｽﾞ 56 96 171.4% △34 △9 27.7% △32 △8 25.0%

日本車両 413 436 105.6% 25 12 48.8% 26 13 50.3%

（億円）○実績
（参考）主な子会社の実績、業績予想 （連結修正前）

日本車両 四半期純利益 22 10 43.7%
（億円）○業績予想

日本車両 当期純利益 57 38 30 78.9%

営業収益 営業損益 経常損益

2021

年度

実績

2022
年度
計画
(前回)

2022
年度
計画
(今回)

前回

vs.

今回

2021

年度

実績

2022
年度
計画
(前回)

2022
年度
計画
(今回)

前回

vs.

今回

2021

年度

実績

2022
年度
計画
(前回)

2022
年度
計画
(今回)

前回

vs.

今回

ＪＲ東海髙島屋 454 570 570 100.0% 6 20 20 100.0% 8 21 21 100.0%

ＪＲｾﾝﾄﾗﾙﾋﾞﾙ 310 317 322 101.6% 33 17 12 73.4% 33 16 11 72.9%

ＪＲ東海ﾎﾃﾙｽﾞ 137 206 214 103.9% △54 △15 △3 24.9% △47 △15 △3 21.6%

日本車両 923 1,000 960 96.0% 58 50 37 74.0% 59 51 37 72.5%



（参考）輸送量の推移（月次利用状況）



（参考）月次営業概況（商業施設・ホテル）


